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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月28日(2007.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の下側に配置され、弾性的に撓曲可能な敷き板部を有し、
　前記敷き板部に歪み検出センサが装着され、
　前記敷き板部が被験者の下側に配置された状態のもとで、被験者の生体活動に伴い発生
する前記敷き板部の歪みの変動が、前記歪み検出センサにより検出されるものとなされ、
　前記歪み検出センサからの出力信号は、被験者の生体情報の計測に用いられるものであ
り、
　前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、弾性層が設けられ、
　前記弾性層は、弾性シート材で形成されており、
　前記敷き板部の前記少なくとも一方の面に、前記弾性シート材が、その周縁部が前記敷
き板部の周縁の外側へはみ出た状態に設けられていることを特徴とする生体情報計測用パ
ネル。
【請求項２】
　前記歪み検出センサは、歪みゲージである請求項１記載の生体情報計測用パネル。
【請求項３】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、少なくとも
一個取り付けられている請求項２記載の生体情報計測用パネル。
【請求項４】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面の互いに対向する位置に、一対取り付けら
れており、
　前記一対の歪みゲージと一対のダミー抵抗とが互いに電気的に接続されてブリッジ回路
が形成され、
　前記ブリッジ回路からの出力信号が、被験者の生体情報の計測に用いられるものである
請求項２又は３記載の生体情報計測用パネル。
【請求項５】
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　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面の互いに対向する位置に、二対取り付けら
れており、
　前記二対の歪みゲージが電気的に接続されてブリッジ回路が形成され、
　前記ブリッジ回路からの出力信号が、被験者の生体情報の計測に用いられるものである
請求項２又は３記載の生体情報計測用パネル。
【請求項６】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面における左右両
側部及び中央部に、それぞれ取り付けられている請求項２～５のいずれか１項記載の生体
情報計測用パネル。
【請求項７】
　前記敷き板部には、該敷き板部の他の部位よりも厚さが薄い薄肉部が少なくとも一箇所
形成されており、
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の薄肉部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、少
なくとも一個取り付けられている請求項２～６のいずれか１項記載の生体情報計測用パネ
ル。
【請求項８】
　前記薄肉部は、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に局部的に凹部が設
けられることにより、前記敷き板部に形成されたものである請求項７記載の生体情報計測
用パネル。
【請求項９】
　敷き板部の厚さが敷き板部の幅方向において連続的に変化するように敷き板部が形成さ
れることにより、前記薄肉部が前記敷き板部に形成されている請求項７記載の生体情報計
測用パネル。
【請求項１０】
　前記敷き板部の歪みゲージ装着位置の近傍に、前記歪みゲージへの入力信号線又は／及
び前記歪みゲージからの出力信号線が挿通される信号線挿通孔が設けられている請求項２
～９のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項１１】
　前記歪み検出センサは、導電性エラストマーセンサである請求項１記載の生体情報計測
用パネル。
【請求項１２】
　前記導電性エラストマーセンサは、前記敷き板部の内部に配置されている請求項１１記
載の生体情報計測用パネル。
【請求項１３】
　前記敷き板部は、上板部と下板部とに分割されるとともに、前記上板部と前記下板部と
がこれらの間に前記導電性エラストマーセンサを挟んだ状態で互いに重合せ状に結合され
ている請求項１１又は１２記載の生体情報計測用パネル。
【請求項１４】
　前記歪み検出センサからの出力信号を制御する制御装置が前記敷き板部に取り付けられ
ている請求項１～１３のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項１５】
　前記制御装置は、前記敷き板部の上面又は下面に形成された凹所内に配置されている請
求項１４記載の生体情報計測用パネル。
【請求項１６】
　被験者の下側に配置され、弾性的に撓曲可能な敷き板部を有し、
　前記敷き板部に歪み検出センサが装着され、
　前記敷き板部が被験者の下側に配置された状態のもとで、被験者の生体活動に伴い発生
する前記敷き板部の歪みの変動が、前記歪み検出センサにより検出されるものとなされ、
　前記歪み検出センサからの出力信号は、被験者の生体情報の計測に用いられるものであ
り、
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　前記歪み検出センサは、歪みゲージであり、
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面の互いに対向する位置に、一対取り付けら
れており、
　前記一対の歪みゲージと一対のダミー抵抗とが互いに電気的に接続されてブリッジ回路
が形成され、
　前記ブリッジ回路からの出力信号が、被験者の生体情報の計測に用いられるものである
ことを特徴とする生体情報計測用パネル。
【請求項１７】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面の左右両側部及び中央部の互いに対向する
位置に、それぞれ一対取り付けられている請求項１６記載の生体情報計測用パネル。
【請求項１８】
　前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、弾性層が設けられている請求項
１６又は１７記載の生体情報計測用パネル。
【請求項１９】
　前記敷き板部には、該敷き板部の他の部位よりも厚さが薄い薄肉部が少なくとも一箇所
形成されており、
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の薄肉部の上下両面の互いに対向する位置に、一対取
り付けられている請求項１６～１８のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項２０】
　前記薄肉部は、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に局部的に凹部が設
けられることにより、前記敷き板部に形成されたものである請求項１９記載の生体情報計
測用パネル。
【請求項２１】
　敷き板部の厚さが敷き板部の幅方向において連続的に変化するように敷き板部が形成さ
れることにより、前記薄肉部が前記敷き板部に形成されている請求項１９記載の生体情報
計測用パネル。
【請求項２２】
　前記敷き板部の歪みゲージ装着位置の近傍に、前記歪みゲージへの入力信号線又は／及
び前記歪みゲージからの出力信号線が挿通される信号線挿通孔が設けられている請求項１
６～２１のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項２３】
　前記歪み検出センサからの出力信号を制御する制御装置が前記敷き板部に取り付けられ
ている請求項１６～２２のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項２４】
　前記制御装置は、前記敷き板部の上面又は下面に形成された凹所内に配置されている請
求項２３記載の生体情報計測用パネル。
【請求項２５】
　被験者の下側に配置され、弾性的に撓曲可能な敷き板部を有し、
　前記敷き板部に歪み検出センサが装着され、
　前記敷き板部が被験者の下側に配置された状態のもとで、被験者の生体活動に伴い発生
する前記敷き板部の歪みの変動が、前記歪み検出センサにより検出されるものとなされ、
　前記歪み検出センサからの出力信号は、被験者の生体情報の計測に用いられるものであ
り、
　前記歪み検出センサは、歪みゲージであり、
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面の互いに対向する位置に、二対取り付けら
れており、
　前記二対の歪みゲージが電気的に接続されてブリッジ回路が形成され、
　前記ブリッジ回路からの出力信号が、被験者の生体情報の計測に用いられるものである
ことを特徴とする生体情報計測用パネル。
【請求項２６】
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　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面の左右両側部及び中央部の互いに対向する
位置に、それぞれ二対取り付けられている請求項２５記載の生体情報計測用パネル。
【請求項２７】
　前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、弾性層が設けられている請求項
２５又は２６記載の生体情報計測用パネル。
【請求項２８】
　前記敷き板部には、該敷き板部の他の部位よりも厚さが薄い薄肉部が少なくとも一箇所
形成されており、
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の薄肉部の上下両面の互いに対向する位置に、二対取
り付けられている請求項２５～２７のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項２９】
　前記薄肉部は、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に局部的に凹部が設
けられることにより、前記敷き板部に形成されたものである請求項２８記載の生体情報計
測用パネル。
【請求項３０】
　敷き板部の厚さが敷き板部の幅方向において連続的に変化するように敷き板部が形成さ
れることにより、前記薄肉部が前記敷き板部に形成されている請求項２８記載の生体情報
計測用パネル。
【請求項３１】
　前記敷き板部の歪みゲージ装着位置の近傍に、前記歪みゲージへの入力信号線又は／及
び前記歪みゲージからの出力信号線が挿通される信号線挿通孔が設けられている請求項２
５～３０のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項３２】
　前記歪み検出センサからの出力信号を制御する制御装置が前記敷き板部に取り付けられ
ている請求項２５～３１のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項３３】
　前記制御装置は、前記敷き板部の上面又は下面に形成された凹所内に配置されている請
求項３２記載の生体情報計測用パネル。
【請求項３４】
　被験者の下側に配置され、弾性的に撓曲可能な敷き板部を有し、
　前記敷き板部に歪み検出センサが装着され、
　前記敷き板部が被験者の下側に配置された状態のもとで、被験者の生体活動に伴い発生
する前記敷き板部の歪みの変動が、前記歪み検出センサにより検出されるものとなされ、
　前記歪み検出センサからの出力信号は、被験者の生体情報の計測に用いられるものであ
り、
　前記歪み検出センサは、歪みゲージであり、
　前記敷き板部には、該敷き板部の他の部位よりも厚さが薄い薄肉部が少なくとも一箇所
形成されており、
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の薄肉部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、少
なくとも一個取り付けられていることを特徴とする生体情報計測用パネル。
【請求項３５】
　前記薄肉部は、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に局部的に凹部が設
けられることにより、前記敷き板部に形成されたものである請求項３４記載の生体情報計
測用パネル。
【請求項３６】
　敷き板部の厚さが敷き板部の幅方向において連続的に変化するように敷き板部が形成さ
れることにより、前記薄肉部が前記敷き板部に形成されている請求項３４記載の生体情報
計測用パネル。
【請求項３７】
　前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、弾性層が設けられている請求項
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３４～３６のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項３８】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、少なくとも
一個取り付けられている請求項３４～３７のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項３９】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面における左右両
側部及び中央部に、それぞれ取り付けられている請求項３４～３８のいずれか１項記載の
生体情報計測用パネル。
【請求項４０】
　前記敷き板部の歪みゲージ装着位置の近傍に、前記歪みゲージへの入力信号線又は／及
び前記歪みゲージからの出力信号線が挿通される信号線挿通孔が設けられている請求項３
４～３９のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項４１】
　前記歪み検出センサからの出力信号を制御する制御装置が前記敷き板部に取り付けられ
ている請求項３４～４０のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項４２】
　前記制御装置は、前記敷き板部の上面又は下面に形成された凹所内に配置されている請
求項４１記載の生体情報計測用パネル。
【請求項４３】
　被験者の下側に配置され、弾性的に撓曲可能な敷き板部を有し、
　前記敷き板部に歪み検出センサが装着され、
　前記敷き板部が被験者の下側に配置された状態のもとで、被験者の生体活動に伴い発生
する前記敷き板部の歪みの変動が、前記歪み検出センサにより検出されるものとなされ、
　前記歪み検出センサからの出力信号は、被験者の生体情報の計測に用いられるものであ
り、
　前記歪み検出センサは、歪みゲージであり、
　前記敷き板部の歪みゲージ装着位置の近傍に、前記歪みゲージへの入力信号線又は／及
び前記歪みゲージからの出力信号線が挿通される信号線挿通孔が設けられていることを特
徴とする生体情報計測用パネル。
【請求項４４】
　前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、弾性層が設けられている請求項
４３記載の生体情報計測用パネル。
【請求項４５】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、少なくとも
一個取り付けられている請求項４３又は４４記載の生体情報計測用パネル。
【請求項４６】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面における左右両
側部及び中央部に、それぞれ取り付けられている請求項４３～４５のいずれか１項記載の
生体情報計測用パネル。
【請求項４７】
　前記歪み検出センサからの出力信号を制御する制御装置が前記敷き板部に取り付けられ
ている請求項４３～４６のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項４８】
　前記制御装置は、前記敷き板部の上面又は下面に形成された凹所内に配置されている請
求項４７記載の生体情報計測用パネル。
【請求項４９】
　被験者の下側に配置され、弾性的に撓曲可能な敷き板部を有し、
　前記敷き板部に歪み検出センサが装着され、
　前記敷き板部が被験者の下側に配置された状態のもとで、被験者の生体活動に伴い発生
する前記敷き板部の歪みの変動が、前記歪み検出センサにより検出されるものとなされ、
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　前記歪み検出センサからの出力信号は、被験者の生体情報の計測に用いられるものであ
り、
　前記歪み検出センサは、導電性エラストマーセンサであり、
　前記導電性エラストマーセンサは、前記敷き板部の内部に配置されていることを特徴と
する生体情報計測用パネル。
【請求項５０】
　前記敷き板部は、上板部と下板部とに分割されるとともに、前記上板部と前記下板部と
がこれらの間に前記導電性エラストマーセンサを挟んだ状態で互いに重合せ状に結合され
ている請求項４９記載の生体情報計測用パネル。
【請求項５１】
　前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、弾性層が設けられている請求項
４９又は５０記載の生体情報計測用パネル。
【請求項５２】
　前記歪み検出センサからの出力信号を制御する制御装置が前記敷き板部に取り付けられ
ている請求項４９～５１のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項５３】
　前記制御装置は、前記敷き板部の上面又は下面に形成された凹所内に配置されている請
求項５２記載の生体情報計測用パネル。
【請求項５４】
　被験者の下側に配置され、弾性的に撓曲可能な敷き板部を有し、
　前記敷き板部に歪み検出センサが装着され、
　前記敷き板部が被験者の下側に配置された状態のもとで、被験者の生体活動に伴い発生
する前記敷き板部の歪みの変動が、前記歪み検出センサにより検出されるものとなされ、
　前記歪み検出センサからの出力信号は、被験者の生体情報の計測に用いられるものであ
り、
　前記歪み検出センサは、導電性エラストマーセンサであり、
　前記敷き板部は、上板部と下板部とに分割されるとともに、前記上板部と前記下板部と
がこれらの間に前記導電性エラストマーセンサを挟んだ状態で互いに重合せ状に結合され
ていることを特徴とする生体情報計測用パネル。
【請求項５５】
　前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、弾性層が設けられている請求項
５４記載の生体情報計測用パネル。
【請求項５６】
　前記歪み検出センサからの出力信号を制御する制御装置が前記敷き板部に取り付けられ
ている請求項５４又は５５記載の生体情報計測用パネル。
【請求項５７】
　前記制御装置は、前記敷き板部の上面又は下面に形成された凹所内に配置されている請
求項５６記載の生体情報計測用パネル。
【請求項５８】
　被験者の下側に配置され、弾性的に撓曲可能な敷き板部を有し、
　前記敷き板部に歪み検出センサが装着され、
　前記敷き板部が被験者の下側に配置された状態のもとで、被験者の生体活動に伴い発生
する前記敷き板部の歪みの変動が、前記歪み検出センサにより検出されるものとなされ、
　前記歪み検出センサからの出力信号は、被験者の生体情報の計測に用いられるものであ
り、
　前記歪み検出センサからの出力信号を制御する制御装置が前記敷き板部に取り付けられ
ており、
　前記制御装置は、前記敷き板部の上面又は下面に形成された凹所内に配置されているこ
とを特徴とする生体情報計測用パネル。
【請求項５９】
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　前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、弾性層が設けられている請求項
５８記載の生体情報計測用パネル。
【請求項６０】
　前記歪み検出センサは、歪みゲージである請求項５８又は５９記載の生体情報計測用パ
ネル。
【請求項６１】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面に、少なくとも
一個取り付けられている請求項６０記載の生体情報計測用パネル。
【請求項６２】
　前記歪みゲージは、前記敷き板部の上下両面のうち少なくとも一方の面における左右両
側部及び中央部に、それぞれ取り付けられている請求項６０又は６１記載の生体情報計測
用パネル。
【請求項６３】
　前記歪み検出センサは、導電性エラストマーセンサである請求項５８又は５９記載の生
体情報計測用パネル。
【請求項６４】
　前記敷き板部は、平面視略長方形の帯板状に形成されており、且つ、被験者の下側に被
験者の幅方向に延びる態様に配置されるものである請求項１～６３のいずれか１項記載の
生体情報計測用パネル。
【請求項６５】
　前記敷き板部の曲げこわさが７．５×１０2～１．５×１０12Ｎｍｍ2の範囲に設定され
ている請求項１～６４のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項６６】
　前記敷き板部は、ヤング率が３×１０4～３０×１０4ＭＰａの範囲の材料で形成されて
いる請求項１～６５のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項６７】
　前記敷き板部は、長さ１０～１０００ｍｍ、幅３００～２０００ｍｍ及び厚さ０．１～
３０ｍｍの範囲に設定されている請求項１～６６のいずれか１項記載の生体情報計測用パ
ネル。
【請求項６８】
　前記敷き板部は、アルミニウム又はアルミニウム合金製である請求項１～６７のいずれ
か１項記載の生体情報計測用パネル。
【請求項６９】
　請求項１～６８のいずれか１項記載の生体情報計測用パネルを備えた生体情報計測用マ
ットであって、
　前記パネルが内部に配置されていることを特徴とする生体情報計測用マット。
【請求項７０】
　請求項１～６８のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル、又は請求項６９記載の生
体情報計測用マットを具備し、
　前記パネル又は前記マットの歪み検出センサからの出力信号に基づいて被験者の生体情
報が計測されるものとなされていることを特徴とする生体情報計測装置。
【請求項７１】
　更に、前記歪み検出センサからの出力信号に基づいて被験者の生体情報を演算する演算
手段と、前記演算手段により演算された生体情報を表示する表示手段とを具備している請
求項７０記載の生体情報計測装置。
【請求項７２】
　更に、前記演算手段により演算された生体情報を送信する通信手段を具備している請求
項７１記載の生体情報計測装置。
【請求項７３】
　更に、前記演算手段により演算された生体情報に基づいて警報を発する警報手段を具備
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している請求項７１又は７２記載の生体情報計測装置。
【請求項７４】
　請求項１～６８のいずれか１項記載の生体情報計測用パネル、又は請求項６９記載の生
体情報計測用マットと、
　前記パネル又は前記マットの歪み検出センサからの出力信号に基づいて被験者の生体情
報を演算する演算手段と、
　前記演算手段により演算された生体情報を表示する表示手段と、
　前記演算手段により演算された生体情報を送信する通信手段とを具備していることを特
徴とする生体活動監視システム。
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